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会員の活動報告
(1990年10月~1991年10月）
伊川徹
L'も逗MENTTH鯰 TRALDANS L'ENSEIGNEMENT (関西フランス
語教育研究会紀要 "RENCONTRES4 ",1990年12月）
フランス人とエスプリについては頃［県警察本部誉務部教養課教養講座， 1990月11月）
教室空間をどう利用するか（第19回フランス語教育を考えるつどい．於 大阪国
際交流センター，藤田友尚・中村啓佑両氏と共同発表,1990年12月）
近江康則
Profil de l'Universite de Tenri (Bulletin trimestriel TENRIKYO N°1, 
1990年11月）
Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (1) (Bulletin trimestriel 
TENRIKYO N°2, 1991年2月）
Les Tresors du Musee Sankokan (1) (Bulletin trimestriel TENRIKYO 
N°3, 1991年5月）
Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (2) (Bulletin trimestriel 
TENRIKYO N°4, 1991年8月）
奥純
Alain Robbe-Grilletにおける物語状況について（『仏語・仏文学』第19号，
1990年12月）
Alain Robbe-Grilletにおける物語の水準について（『関西大学文学論集』
第40巻第3号， 1991年2月）
柏木治
「政治」と『アルマンス』の誕生（『関西大学文学論集』第40巻第4号, 1991年
3月）
E. ルモワーヌ＝ルッチオーニ：「仮面」（翻訳）（『imago』 4月号．青土社．
1991年4月）
1820年代のスタンダールー『アルマンス』執筆まで（関西大学仏文学会口頭発
表,1990年12月）
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La Chartreuse de Parmeについて（スタンダール研究会，於 京都大学，
1991年7月）
神垣享介
『ジョナース』について（『仏語・仏文学』第19号， 1990年12月）
川神博弘
ジュヌヴィエーヴ・イット『サルトル的ェクリチュールに見られる学校的文章モ
デル』一『嘔吐』，もしくは不可能な語り（翻訳）（『いま，サルトル』―サルトル
再入門，現代詩手帖特集版，思潮社， 1991年7月）
笹倉塩子
La Fontaineにおける前置詞 ENについて（関西大学仏文学会口頭発表，
1990年12月）
春藤寛
名詞の前に置かれた形容詞についての考察（『千里山文学論集』第44号， 1990年1月）
フランス語の副詞の問題（『千里山文学論集』第45号， 1991年3月）
武本雅嗣
17世紀のフランス語における虚辞の neの用法について（関西大学仏文学会口頭
発表 1990年12月）
中・高等学校におけるフランス語教育（パネリストとして）（フランス語教育を
考えるつどい，於大阪国際交流センター， 1991年7月）
太治和子
18世紀フランス語における補語代名詞の位置について―-pouvoir + inf. 型の
場合（日本フランス語フランス文学会関西支部口頭発表， 1990年12月）
田中寛一
仮面のミシェル・フーコー（『仏語・仏文学』第19号， 1990年12月）
内藤義博
ルソーと隠された《手》 （その四）一宗教論を中心に一（『大阪千代田短期
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大学紀要』第19号,1990年12月）
ルソーと隠された《手》 （その五）一音楽論を中心に一（『りべるたす』
第5号,1991年9月）
平田重和
アルジェとオラン―-A. カミュの小説の舞台を尋ねて (3)(『周辺』 7号，
1991年3月）
カミュ『婚礼』の地，チパザ探訪記（『流域』 30号， 1991年夏）
ァルジェとオラン一A. カミュの小説の舞台を尋ねて (4)(『周辺』 8号，
1991年9月）
丸瀬康裕
東京／少年（詩集）（沖積舎， 1990年12月）
野まで (II)(作品）（『ケレン・ハップク』 10号， 1991年6月）
Kyon"・イン・モデュレーション一小泉今日子論のはじまりの余白に（論考）
（『ケレン・ハップク』 10号， 1991年6月）
断水ビクニック（作品）（『GEL』17号， GEL社， 1991年7月）
天沢退二郎論（論考）（『詩論』 14号，詩論社， 1991年8月）
野まで（作品）（『キワノ』創刊号， 1991年9月）
山村嘉己
Rimbaudと女性（関大『人権問題研究室紀要』 22号， 1991年3月）
フランス象徴主義研究（テキストとして）（関大生協， 1991年4月）
象徴主義3 第1章象徴主義とは（その 2)(関大生協『書評』94,1991年1月）
象徴主義4 第2章象徴主義の先駆者たち I' ボードレールとかれに先立つ人々
（関大生協『書評』 95,1991年4月）
象徴主義5 第2章象徴主義の先駆者たち I' ヴェルレーヌ（関大生協＂評 F』
96, 1991年7月）
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後記
本学会の1991年度研究発表会及び総会が12月14日千里山学舎AV教室
で開催され，引き続き懇親会が生協食堂で開かれた。研究発表会では，
3名の方が日頃の研鑽のほどを披露された。いずれも多くの示唆に富む
ものであり，各発表ごとに熱心な質疑応答が行われて，有意義な時を過
すことができた。発表者の氏名と題目は次の通りである。
春藤寛名詞と形容詞および名詞と名詞の結合
太治和子 18世紀フランス語の不定法における否定補足辞の位置につ
いて
山村嘉己 ランポーと見者の手紙
「仏語・仏文学」も20号を出すことになった。本学会が今後とも堅実な
発展を目指していくために，会員諸氏のいっそうのご協力をお願い申し
上げる。
（小方厚彦）
関西大学仏文学会々則
1. 本会は関西大学仏文学会と称し，事務所を関西大学文学部フラン
ス文学科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語・フランス文学に関する研究および発表と．こ
れに関連する事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
1. 機関誌「仏語・仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
1. 関西大学文学部フランス文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科フランス文学専攻学生，およびその
卒業生
3. 関西大学文学部フランス文学科学生，およびその卒業生
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は 1年とし，重任を妨げない。
1. 会長 1 名
2. 委員 若干名
a. 企画委員
b. 編集委員
C. 庶務・会計委員
会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
はこれを統括する。
7. 会員は機関誌「仏語・仏文学」等の配布をうけ．その他本会の行
なう事業に参加することができる。
8. 本会の重要事項は総会の議決による。
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